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1. 目的
袋湾・水俣川・丸島港の３ヵ所に牡蠣養殖筏を設置し牡蠣の生育について比較検討する。

2.実験方法(2021年)
①700個の生育稚貝を1グループ×3グループ作成　(水俣川・丸島・袋湾)

②65個の牡蠣を、無作為に採取する　(1グループを6人×10個+1人5個)×3地点　　

③各牡蠣の体長（縦・横cm）厚み（cm）重さ（g）小数点以下一桁まで測定。

④計測前に、死亡した牡蠣数を取り除き数える。フジツボ等を取り除く

3.調査期間：月1回調査
　　　　　 2021年〜2022年2月 （実施済  5/17  6/11  7/9  8/20 9/10  10/15  11/12  2/7）
　評価方法　　　体長・重量の比較検討
　最終評価方法：むき身重量（g）比較検討
　　　(２月)　　　全重量（g）

平均値の検定としてウェルチt検定を行った。

4.結果

　　　８月に死牡蠣数が増加  　

　　　袋湾の身の割合が多い


